
今回、西日本機材センター名古屋サテライトの移転を機に、機材センター開設後 100 周年の歩みを振

り返りつつ、機材センターが求められる役割・期待について再確認し、今後の活動に繋げると共に所員の

モチベーションアップを図るイベントの一つとして、部門長の皆様のご意見をいただきたく、このような

企画を設けさせていただいております。 

まずは、機材センター開設 100 周年を記念して作成したビデオをご覧になっていただき、これまでの

機材センターの印象や想い出を語っていただければと思います。 

続いて、現在及び将来において機材センターに求める役割・期待について、安全・生産性向上・技術の

伝承などの面からご意見をいただきたいと思います。 

そして最後に一言、機材センター所員に向かって激励のお言葉をいただければと考えております。 

大変お忙しいところ恐縮でございますが、ご協力の程、何卒よろしくお願いします。 

 

１．これまでの歩みを振り返って 

これまでの歩みを振り返ると、大きく３つの時代に分けることができると考えます。 

一つ目は、1918 年（大正 7 年）から 1985 年までの製作所時代です。当時はまだ世の中に建機レンタ

ル会社が存在しない中、タワークレーン・工事用エレベータだけでなく、コンクリート機械・杭打機・

トラッククレーンまで自社で保有・運用するなど、建築工事の機械化黎明期とも呼べるものでした。 

二つ目は、1986 年から 1999 年までの機材センター7 拠点時代です。名称を製作所から機材センター

に改称し、仮設資材などの運用管理も含めた総合部門となること、及び自社機械を用いた山留・杭工事

の直営施工に力を入れると共にメカトロニクスやロボット化など長期的視野に立った機械施工の変革

をもたらすことが求められた時期でした。 

三つ目は、7つの機材センターを東西機材センターに統合した 2000 年から現在に至る時代です。 

定着してきた建機レンタル会社や山留・杭施工会社の指導・強化、各部門に分散していた機械関連業務

（機械保有、開発、計画、調達、電気保安等）及びマンパワーの機材センターへの集約を進めてきまし

た。現在では、少子高齢化及び IT革命を背景に、省人化施工機械の開発などへの取り組みを進めてい

ます。 

これらの歩みを振り返ってみて、機材センターのこれまでの活動に関する印象や想い出についてお

話しいただければと思います。如何でしょうか。 

 

【田島部長回答】 

イベントコンテンツ紹介資料とビデオを拝見しました。 

入社 37 年、作業所勤務が大半である自分は、機材センターの 2 つ目から 3 つ目の時代を比較的接す

ることでよく知っているつもりなので、機材センターの役割や業務内容と工務店の生業建設業の関係

も理解もしているつもりですが、特に後半の特殊施工機械化技術を活用したビッグプロジェクトとの

関わりが、若い社員にはわからないのではないかと感じました。 

タワークレーンや一般機械、電気機械のリースや管理はこれらの資料には無くても知っていると思

いますが、特殊施工機械化技術の担い手と新築工事の主体である作業所との立ち位置・組織関係を説明

するところがもう少しあればと思います。 

 

２．今現在、機材センターに求められる役割 

次に、今現在機材センターに求める役割について３つの観点からお聞きしたいと思います。 

一つ目は安全・品質・コンプライアンスについて、二つ目は生産性向上について、三つ目は技術の伝承

についてです。 



 

２．１ 安全・品質・コンプライアンスについて 

まずは安全・品質・コンプライアンスについてです。 

安全に関しては、製和会と連携した協力会社教育などを進めると共に、安全装置の開発などにも取り

組んできました。しかし、重機災害・感電災害・吊り荷落下事故など、機械電気が係るトラブルは大き

な災害に直結するにも関らず未だ根絶できていないのが実態です。 

これら安全に品質・コンプライアンスも含めて、機材センターに求める役割や想いなどご意見をいた

だきたいと思います。如何でしょうか。 

 

【田島部長回答】 

以前、口頭でお伝えしましたが、機材センター所属の方々は、どうしても自身の専門分野が得意な反

面、生業の建設業における品質・安全・工程管理については弱い気がします。 

タワークレーンや工事用エレベータの設置・管理から電気機械他の日常管理の業務での関わりにお

いて、特に安全環境部の私としては、安全面の知識とその管理スキルになんというかズレみたいなもの

を感じます。OJT のために短期間の安全環境部配置を実施してはどうでしょう。 

 

２．２ 生産性向上について 

機材センターには、作業所における機械の組立・解体作業の指導・安全管理を担当するグループ、新

しい機械を開発・導入して作業所へ展開するグループ、クレーンや工事用エレベータなどを用いた揚重

計画を主に担当するグループ、機械の整備・修理を担当するグループ、工事用電気に関するあらゆる業

務を担当するグループ、そして作業所における施工の計画・実施・安全管理を担当するグループがあり

ます。作業所４週８閉所実現及び残業時間削減が求められている中、作業所の生産性を最大限に高める

ために、かつ機械の故障や電気のトラブルによって作業所の生産活動が停止しないように、各グループ

は日々自己成長を図ると共に、業務改善を絶やさず行っています。 

また、トラベリングやリフトアップといった特殊工事については、汎用化を進めてきました。 

更に、以前と比べて全店の建設機械系社員協業による技術開発が活発化しており、作業所の更なる生

産性向上を目指して活動しています。 

これらの活動と同時に、竹中新生産システムの推進に機材センターとして如何に貢献するか、フロン

トローディングや作業所の機械化施工支援に如何に取り組んでいくかが大きな課題と考えています。 

このような生産性向上に対する取組みについて、機材センターに求める事は何でしょうか。 

 

【田島部長回答】 

作業所の生産性向上に貢献する技術が、汎用性とコストメリットとのバランスを取って、作業所に多

く採用されることで、生産性向上が実現して工程進捗から WLB の向上につながることが重要だと思い

ます。 

また、機材センター内の業務も、作業所でのフロントローディングや BIM との円滑な連携で、効率向

上につながり、時間外労働の削減・休日取得アップを目指すことも求められているのではないかと思い

ます。 

 

２．３ 技術の伝承について 

今後益々、生産性向上を目指した新しい技術の試みが増えてくると思います。中でも機械電気技術を

活かした施工法は専門知識と経験が必要なため、作業所員への負担が大きいと考えます。 



これまで機材センターでは、大規模な山留・杭工事や免震工事など、機械力が必要かつ作業所員がな

かなか経験を蓄積しにくい工事に継続して取り組み、作業所員に代わって協力会社の指導・管理等を担

ってきました。その過程において、機材センター内で脈々と技術の伝承や人材育成を図り、同時に作業

所及び技術部への指導・教育を担ってきました。 

人・物・場所を有し、単なる情報提供に留まらず計画から施工管理まで一貫して対応できるのが機材

センターの強みと考えています。このような技術者集団の存在が、お客様から安心して仕事を任せてい

ただける当社独自の生産体制としてアピールできるように、今後益々レベルアップを図って行きたい

と考えています。 

このような技術の伝承や人材育成、そしてそれを活かす機材センターの取組みについてご意見をい

ただけますでしょうか。 

 

【田島部長回答】 

２－１のコメントで安全環境部への OJT を書きましたが、東西機材センター内での交流・OJTは当然

として、技研や作業所工事担当者としての OJT（出口所長の葵タワーに配属例など）を積極的に実施す

ると良いのではないでしょうか？ 

安全・品質・工程管理の知識を吸収した上で、機材センター内での技術の伝承をはかることで、竹中

工務店の総合力アップにつながるように思います。 

 

３．将来への期待 

2030 年には５Ｇを超えた６Ｇの時代に入り、車の自動運転なども普及段階に進んでいると言われて

います。そのような中、2030 年に目指す建築生産の姿を、毎月開催している機械開発会議の中で描き

ました。そこで描いた姿は、朝作業場所に行くと既に必要な材料・作業床・墨があり、パートナーロボ

ットとすぐに作業に入れる状態ができていると共に、現場内のあらゆる場所がＢＩＭ化されて、いつど

こにいても見たい場所を見ることができ、測りたい箇所を測れる状態となっている様です。 

それを実現するためには場内搬送の自動化など、この資料に挙げた５つの技術と様々なパートナー

ロボットが必要と考え、開発に取り組んでいます。 

このような未来の建築生産に対して、機材センターに求める事や想いについてご意見をいただけま

すでしょうか。 

 

【田島部長回答】 

将来技術はよくわかりませんが、生産性向上と WLB 向上には重要だろうと感じます。 

安全環境部としては、将来技術が安全管理のツールとして、安全面の管理精度向上と業務効率向上に

寄与するとありがたいと思います。 

 

４．激励のお言葉 

最後に、所員に対する激励のお言葉をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

【田島部長回答】 

私は、同和火災名古屋支店新築工事で中川さんとミックと逆打ち構真柱の場所打ち杭工事やミッド

ランドスクエア新築工事での原田さん達との協業で、機材センターの役割やスキルの重要性はよく知

っているつもりです。 

また、同じ作業服を着て作業所での業務にあたり、作品づくりに向け同じベクトルで仕事をするうえ



で、業務内容は違っても区別なく同じ仲間意識でおります。 

OJT について書いたのも、その延長でお互いの業務を理解し深め、同じ目的に向けて仕事をする仲

間・チーム感の醸成が大事かなと感じた次第です。（現状は、若干距離感があるように思う） 

今回の 100周年記念事業については、機材センターの紹介にとどめず、存在意義を再考し、社内で共有

して次の世代に引き継げるものにして頂ければと思います。 

 

５．結び 

以上でアンケートを終わらせていただきます。 

改めて本日はお忙しいところ貴重なお時間をいただき誠にありがとうございました。今日いただき

ましたお言葉を所員全員で共有すると共に、機材センターの今後の取組みに活かしてまいりたいと思

います。本当にありがとうございました。 

 

以 上 


